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新日鉱HD

平成15年3月期末の時価のあるその他有価証券評価損について

当社の連結子会社が平成15年3月期末に所有する時価のあるその他有価証券について，金融商品に係る会計基準に基づき

評価損を算定した結果，株式市況の下落を主因として，連結ベースの概算で以下のとおりとなりましたのでお知らせいたしま

す。

なお，当社は，平成15年3月期末は時価のあるその他有価証券を所有していません。

記

(A) 平成15年3月期末の時価のあるその他有価証券評価損の総額

(連結ベースの概算)
123億円

(参考)平成15年3月期は当社の第1期のため，旧(株)ジャパンエナジー(本年4月1日の石油事業の新設分割に伴いジャパンエナ

ジー電子材料(株)に商号変更)の平成14年3月期の連結決算数値と比較いたします。

(B) 平成14年3月期末の純資産の額(A／B×100)
1,815億円

(6．8％)

(C) 平成14年3月期末の当期純利益の額(A／C×100)
3億円

(4100．0％)

(注) 当社の平成15年3月期(第1期)連結財務諸表は，旧(株)ジャパンエナジーの連結財務諸表を引継いで作成いたします。

なお，平成15年3月期の業績予想については，本日公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」を参照願います。
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